
今回の訪問（2019年11月18日）は「Go郷寺子屋」です。

・開設年度・・・平成２５年度　 ・主な活動・・・スポーツ（ボール運動・バドミントン）

・活動回数・・・年間４０回（火・金曜日） 　　　　　　　高齢者施設でのふれあい活動、むかし遊び 

・対　　象・・・小学校1年生～６年生 　　　　　      （けん玉、竹馬等）、ものづくり、読み聞かせ等

　　さあ組み立てるよ～

みんなで協力して

満天の星空にしよう！

今日はここで寝たいなあ

　会津短大の先生のお話から

 とにかく小学生のうちは楽しむことが大切です。

 楽しい！　楽しかった！　という思い、気持ちを

 大切にしてほしいです。楽しかった体験や思い

 出は、自分を支えてくれます。心を「楽しい」で

 いっぱいにしてください。

学校現場でも社会教育の現場でも体験や交流で

心豊かな子どもを育むことが求められています。

No.7 発行：会津教育事務所発見！ 必見！

放課後子ども教室

本郷生涯学習センターに

プラネタリウム出現！

「Go郷寺子屋」のプログラムを考える上で苦労して

いるのが、人材探しだそうです。しかし、今回の会津

短大の先生もボランティアの方も毎年恒例のように来

ています。「昔からの知り合いで･･･、以前の職場

で･･･、紹介してもらって･･･。」と５年以上繋がって

いる人もいるそうです。人を大切にしているからこそ

の確かなつながりがそこにはありました。地域で子ど

もの学びを支える上で「人と人のつながり」は不可欠

であることに気づかされました。

『Ｇo郷寺子屋』は、「せっかくやるんだから、様々な

体験と思い出作りをしたい]という運営方針で体験型重視の

活動を主として行っています。」と、センター長の梶原さ

んと生涯学習指導員の渡部さんが力強く語ってくださいま

した。

この日も会津短大の「派遣講座」を利用して「プラネタ

リウム」を作りました。ジャンボロール紙をピザ型に切っ

てつなげ、内側に蛍光のポスターカラーで星を描きました。

組み立ての段階では、「わー大きい！」「早く中に入りた

い！」と歓声が上がりました。組み立て後に、テントの中

をＵＶブラックライトで照らすと本物のような満点の星空

が出現しました。自分たちで作った自分たちだけの星空は、

きっと子どもの心に残ることと思います。どの子どもにも

「驚き」や「輝く笑顔」があふれていました。

お迎えに来たお父さんやお母さんもテントの中に入って

子どもとプラネタリウム鑑賞を楽しんでいました。子ども

にとってもおうちの方にとっても素敵な体験だったようで

す。帰り道はプラネタリウムの話題で会話が盛り上がった

ことでしょう。

体験型重視の教室を展開




